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           2016－17年度ＲＩテーマ

       『人類に奉仕するロータリー
                  “ROTARY　SERVING　HUMANITY”』 

杉戸ロータリークラブ

第46代会長　石井 眞一
今年度会長を引き受けることになりました、石井眞一でございます。

２０１６―１７年度のRIジョンF・ジャーム会長は、今年度のRIのテーマとして、人類に奉仕するロータリー「Rotary　Serving　Humanity」と掲げられました。そして次のように発言もしております。ポール・ハリスは晩年ロータリー設立の経緯について振り返り、次のようにつづっております。「個人の努力は個人のニーズに向けることができます。しかし、大勢の努力の結集は人類の奉仕に捧げなければなりません。結集された努力に限界はありません。」と説明して、ロータリーの会員であることは、大きな機会であると、述べております。又、私たちが集う一番の理由は最も大切な目標、すなわち「奉仕」のためですとも述べております。

　又、浅水尚伸ガバナーは、２０１６－２０１７年度の地区活動方針は、RIテーマと同一の、人類に奉仕するロータリー　「Rotary　　Serving　Humanity」とし、地区運営方針として、「楽しいロータリークラブを作り上げよう」と掲げ、すべてのクラブが、ベテランも、入会間もない会員も等しく夢を語れる雰囲気を持ち、楽しく奉仕活動ができるようになっていただきたいと述べております。」又、本年度のRIジョンF・ジャーム会長は、良いクラブとは

　①奉仕活動に積極的に参加している

　②新会員を温かく迎え入れている
　③活気がある
　④四つのテストを真に実行している

等の特徴を持っているクラブだと言っていると述べております。

私自身も、ロータリーの原点は「親睦と奉仕」であると考えます。親睦を通じて、皆様との絆を深め、楽しみながら、奉仕活動ができるような活気があるロータリークラブを目指していくため、全力を尽くしていきますので、皆様のご指導、ご協力をお願い申し上げます。　
具体的運営方針
１．継続事業の推進　「今年も実施　」

　①杉戸から広げよう“挨拶の輪”運動

　　　あいさつは、相手を気遣う思いやりの言葉であり、相手を気遣う心がさりげなく込められています。

「あいさつ」 あ→明るく、 い→いつも　 さ→先に　 つ→伝わるように

今年も杉戸町内小学校６校で実施する。

　②「エコでポリオ撲滅」運動

　　　本年は、ロータリー財団１００周年、ポリオ撲滅が射程距離に入ってくる時期、ロータリーの認知度を高め、仲間を増やす絶好の年

会員、各学校、町公共施設の協力を得て、エコキャップの回収によるポリオ撲滅運動を展開する。
③杉戸町音楽祭

　　　第６回杉戸町音楽祭をグレードアップして実施する。

（中学校３校、高校３校、町内有志団体等） ※地区補助金申請（平成２８年４月２８日）
④古利根川流灯まつりでの募金活動→　東日本大震災の復興支援

２．会員増強　“仲間を増やそう”　

　　・仲間として、価値を共有できる会員を積極的に入会させましょう。

　　・多くの出会いは、会員増強から。

　　　クラブ活性化のため純増４名以上、維持率１００％を目指す。

３．出席率向上

　 ①例会運営内容を見直し、会員が感動できるプログラムの充実を図る。

　 ②入会希望者を例会に招くことができるプログラムの提案。

　 ③会員卓話、外部卓話の実施。

　 ④メーキャップツアー、合同例会、合同懇親会を開催し、クラブ活性化を促進する。

４．国際奉仕

　　　中止していた、国際奉仕プログラム再開に向けての、協議を進める。

５．青少年奉仕

　　　RYLA、青少年交換に加えて、町内ボーイスカウトと関係を構築する。
